
京都市告示第   号 

 

 地方公営企業法第 40条の２及び京都市公営企業の業務状況公表に関する条例

に基づき，平成 22 年４月１日から平成 22 年９月 30 日までの期間における京都

市公営企業の業務状況を公表します。 

  平成 23 年２月 17 日 

                     京都市長 門 川 大 作 
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平成２２年度前期京都市病院事業業務状況 
 
 

１  事業の概況 
  当期の病院事業においては，引き続き，患者サ－ビスの向上，病床

の有効活用や事務の効率化及び救急患者の積極的な受入れなど経営改
善に努めました。 

一般診療関係では，入院患者数は，前年度同期に比べ延べ67人（0.1
パーセント）増加し，延べ80,174人となり，１日平均では前年度同期
と同じ，439人となりました。また，外来患者数は，前年度同期に比べ
延べ2,610人（ 1.7パーセント）減少し，延べ151,495人となり，１日平
均では31人減少し，1,222人となりました。 

一方，感染症診療では，入院患者数は，延べ158人となりました。 
診療収入は，入院収益が37億 4,663万円，外来収益が 14億 1,873万円

となり，前年度同期に比べ，入院収益で2億8,209万円（8.1パーセント）
の増収，外来収益で8,790万円（ 6.6パーセント）の増収となり，診療
収入全体では3億6,999万円 (7.7パーセント）の増収となりました。 

当期における病院事業の患者数及び収入額は，次のとおりです。 
 



項　目

月　別 患　者　数 収　入　額 患　者　数 収　入　額

 平成22年 人 千円 人 千円 千円

４　月 12,542 496,800 25,810 235,533 732,333

５　月 12,945 604,591 23,220 215,205 819,796

６　月 12,818 635,061 25,947 246,860 881,921

７　月 13,772 666,984 25,718 244,012 910,996

８　月 14,473 678,256 25,895 237,966 916,222

９　月 13,782 664,937 24,905 239,152 904,089

合　　　計 80,332 3,746,629 151,495 1,418,728 5,165,357

１ 日 平 均 439 20,473 1,222 11,441 31,914

前年度同期1日平均 439 18,932 1,253 10,820 29,752

　備考１　営業日数は，入院183日， 外来124日です。

　　　２　入院の患者数及び収入額は，一般診療と感染症診療の合計です。

　　　３　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

入　　  　　院

患 者 数 及 び 収 入 額

 収入額合計
外　　  　　来
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２　経理の状況

  　当期における経理の状況は，次のとおりです。

 (1)  損益計算書

  　　　　　　　　　　  　　　　　　  　　　　　　(平成22年4月1日から平成22年9月30日)

金  額 金　額

千円 千円

5,695,327 5,236,074

3,361,937 3,746,630

1,349,839 1,418,728

967,997 70,716

15,554 170,305

140,914 523

49,994 169,782

48,654 429,862

41,818

448

5,836,241 5,836,241

　備考１　当期は，減価償却費を計上していません。

　　　２　当年度減価償却予定額は，6億4,766万円です。

　　　３　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

医 業 外 収 益

その他医業収益

受取利息配当金医 業 外 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

研 究 研 修 費

その他医業外収益
支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

合　　　　　計 合　　　　計

院内保育所運営費

雑 損 失

雑 支 出

当 期 純 損 失

損　失　の　部 利　益　の　部

入 院 収 益

外 来 収 益

医 業 費 用 医 業 収 益



 (2)  貸借対照表

  　　　　　　　　  　  　　　　　　  　　　 　（平成22年9月30日現在）

金　　額

千円

8,158,350

7,750,810  　

540

407,000  　

3,293,154  　

1,144,526

1,941,318  　

157,875  　

234

17,701  　

31,500

11,451,504

　備考１　有形固定資産の減価償却累計額は，146億5,026万円です。

　　　２　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

３　その他財政状況を明らかにするために必要な事項

 (1)　企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は，次のとおりです。

当期借入額

千円 千円 千円 千円

6,712,428 0 489,316

貯 蔵 品

前 払 金

流 動 資 産

前 払 費 用

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

未 収 金

資　産　の　部

現 金 預 金

固 定 資 産

投 資

流 動 負 債

資 本 金

剰 余 金

未 払 金

前 受 金

預 り 有 価 証 券

自 己 資 本 金

借 入 資 本 金

未 払 費 用

金　　額

千円

負債及び資本の部

期末未償還額

416,244

798,302

917,866

884,586

382,058

1,780

6,223,112

合　　　計合　　　計

 期首未償還額 当期償還額

11,451,504

1,893

預 り 金 787

保 管 有 価 証 券

31,500

10,117,394

資 本 剰 余 金

3,894,282

6,223,112

欠 損 金



平成２２年度前期京都市病院事業業務状況（京北病院） 

 

 

１  事業の概況 
当期の病院事業（京北病院）においては，病院と診療所，訪問看

護ステーションが一体となって，高齢者を中心とする地域住民が必
要とする保健・医療・福祉サービスの提供に努めました。しかしな
がら，今年度は，昨年度4名であった常勤医師が2名になるなど，医
師の確保において，厳しい状況が続いています。 

診療関係では，入院患者の一般病床では延べ3,693人，療養病床で
は延べ4,024人で，全体で延べ7,717人となり，前年度同期に比べ延
べ1,048人（ 12.0パーセント）の減少，また，１日平均では6人減少
し，42人となりました。 

一方，病院の外来患者数は延べ15,613人，診療所の患者数は述べ9
90人，更に訪問看護患者数の延べ2,395人を合わせた全体で延べ18,
998人となり，前年度同期に比べ延べ264人（ 1.4パーセント）の減少，
１日平均では4人減少し153人となりました。 

診療収入は，入院収益が1億 5,567万円，診療所収益及び居宅サー
ビス事業収益を含めた外来収益が1億 1,320万円となり，前年度同期
に比べ，入院収益で1,327万円の減収，外来収益で18万円の増収とな
り，診療収入全体では1,309万円 (4.6パーセント)の減収となりまし
た。 

当期における京北病院事業の患者数及び収入額は，次のとおりで
す。 

 



項　目

月　別 患　者　数 収　入　額 患　者　数 収　入　額

 平成22年 人 千円 人 千円 千円

４　月 1,204 23,861 3,224 18,853 42,714

５　月 1,329 26,843 2,831 16,493 43,336

６　月 1,394 28,718 3,268 20,016 48,734

７　月 1,259 25,307 3,334 20,173 45,480

８　月 1,352 27,352 3,084 18,598 45,950

９　月 1,179 23,593 3,257 19,068 42,661

合　　　計 7,717 155,674 18,998 113,201 268,875

１ 日 平 均 42 851 153 913 1,764

前年度同期1日平均 48 923 157 919 1,842

　備考　１　営業日数は，入院183日，外来124日です。

　　　　２　入院の患者数及び収入額は，一般診療と療養診療の合計です。

　　　　３　外来の患者数及び収入額は，病院，診療所及び居宅サービス
　　　　　（訪問看護）の合計です。

　　　　４　消費税相当額を含みます。

(参考）入院・外来の詳細

区　　分 患　者　数 収　入　額

人 千円
 入　院 7,717 155,674

一　 　般 3,693 91,826
療　 　養 4,024 63,848

 外　来 18,998 113,201
病　　　院 15,613 85,127
黒田診療所 213 1,028
山国診療所 468 2,174
細野診療所 90 474
宇津診療所 219 1,113

居宅サービス 2,395 23,285

患 者 数 及 び 収 入 額

 収入額合計
外　　  　　来入　　  　　院
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２　経理の状況

  　当期における経理の状況は，次のとおりです。

 (1)  損益計算書

金  額 金　額

千円 千円

380,393 410,134

262,687 155,674

23,042 85,127

94,481 4,789

183 23,285

7,765 138,903

7,659 2,356

104 33,679

2 0

55,655 31,097

2,582

443,813 443,813

　備考１　当期は，減価償却費を計上していません。

　　　２　当年度減価償却予定額は， 4,200 万円です。

　　　３　消費税相当額を含みます。

医 業 外 収 益

その他医業収益

診 療 所 収 益

居 宅 サ ー ビ ス
事 業 収 益

他 会 計 負 担 金医 業 外 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

研 究 研 修 費

合　　　　　計

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

合　　　　計

雑 支 出

雑 損 失

当 期 純 損 失

その他医業外収益

他 会 計 負 担 金当 期 純 利 益

受取利息配当金

損　失　の　部 利　益　の　部

入 院 収 益

外 来 収 益

医 業 費 用 医 業 収 益



 (2)  貸借対照表

  　　　　　　　　  　  　　　　　　  　　　 　（平成22年9月30日現在）

金　　額

千円

1,058,329

1,058,329  　

0

251,584  　

99,661  　

120,130  　

8,751

501  　

22,541  　

0

 　

1,309,913

　備考１　有形固定資産の減価償却累計額は， 10億9,517万円です。

　　　２　消費税相当額を含みます。

３　その他財政状況を明らかにするために必要な事項

 (1)　企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は，次のとおりです。

当期借入額

千円 千円 千円 千円
445,001 0 22,441

前 払 金

流 動 資 産

前 払 費 用

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

未 収 金

資　産　の　部

現 金 預 金

固 定 資 産

預 り 金

預 り 有 価 証 券

自 己 資 本 金

貯 蔵 品

借 入 資 本 金

資 本 剰 余 金

740,614

422,560

欠 損 金

剰 余 金

金　　額

千円

負債及び資本の部

期末未償還額

△ 284,510

359,244

24,249

24,249

643,754

0

422,560

合　　　計合　　　計

 期首未償還額 当期償還額

1,309,913

保 管 有 価 証 券

固 定 負 債 407,000

長 期 借 入 金 407,000

0

1,163,174

流 動 負 債

資 本 金

未 払 金



平成２２年度前期京都市自動車運送事業業務状況 

 

１ 事業概況 

自動車運送事業（市バス）は，きめ細やかに張り巡らせた路線のネットワ

ークにより，市民生活に欠くことのできない身近な公共交通機関として，ま

た，観光客の便利で手頃な交通手段として，多様な都市活動を支えています。

さらに，高齢者や障害のある方への対応，低炭素化社会の実現に向けた自家

用車から公共交通への利用転換など，人や環境にやさしい交通機関としても

その重要性を増しています。 

しかしながら，交通手段の多様化や景気低迷によるお客様の減少でバス事

業を取り巻く経営環境は全国的に厳しく，人口減少社会の到来などにより，

今後も厳しい状況が続くと予想されます。 

 

２ 経営健全化の取組 

平成２２年度前期は，財政健全化法に基づく新たな経営健全化計画として，

平成２２年３月に策定した「京都市自動車運送事業経営健全化計画」に基づ

き，黒字基調を堅持し，一般会計からの任意補助金に頼らない運営を目指す

という経営目標に沿って，一層の経営健全化に取り組みました。 

 

(1) お客様サービスの向上と増収・増客の取組 

   平成２２年３月に河原町通（今出川～京都駅間）の平日時間帯において

３～４分の等間隔運行を実施し，利便性の向上を図りましたが，そのＰＲ

に努めるとともに，ゴールデンウィーク等においては，金閣寺 Express，銀

閣寺 Express や東山シャトル等の臨時輸送の増強を行うなど，積極的な利

用促進に取り組みました。また，昨年度に引き続き，学校の夏休み期間中，

市バスを保護者同伴でご利用の場合に小学生２人までの小児運賃を無料と

する「市バス eco サマー」を実施しました。 

 

(2) コスト削減の取組 

   コスト削減策では，給与カットの継続など総人件費の削減に取り組むと



ともに，経費の節減にも努めました。 



 (3) 運輸成績

当期 前年同期 増減 増減比率

営業日数 （日） 183 183  - -

営業キロ数（㎞） 458.06 434.69 23.37 5.1%  

在籍車両数（両） 765 765  - -

122,201 120,512 1,689 1.4%  

(668) (659) (9) (1.4%) 

413 425 △ 12 △ 2.9%  

(2) (2) (0) (0.0%) 

122,614 120,937 1,677 1.4%  

(670) (661) (9) (1.4%) 

14,767,016 14,722,730 44,286 0.3%  

(80,694) (80,452) (242) (0.3%) 

24,959 25,241 △ 282 △ 1.1%  

(136) (138) (△ 2) (△ 1.4%) 

14,791,975 14,747,971 44,004 0.3%  

(80,830) (80,590) (240) (0.3%) 

58,347,649 56,922,264 1,425,385 2.4%  

(318,839) (311,051) (7,788) (2.4%) 

12,189 11,948 241 2.0%  

(67) (65) (2) (2.6%) 

58,359,838 56,934,212 1,425,626 2.4%  

(318,906) (311,116) (7,790) (2.4%) 

9,253,915 9,028,985 224,930 2.4%  

(50,568) (49,339) (1,229) (2.4%) 

43,011 43,599 △ 588 △ 1.4%  

(235) (238) (△ 3) (△ 1.4%) 

9,296,926 9,072,584 224,342 2.4%  

(50,803) (49,577) (1,226) (2.4%) 

 注１　営業キロ数及び在籍車両数は，各期末現在のものである。

　 ２　使用車両数，走行キロ数，旅客数，旅客収入の（　　）内は，１日平均の

　　 数値である。

 　３　旅客収入は，消費税及び地方消費税を含む。

旅　客　数（人）

一般路線

定期観光

合計

（㎞）

使用車両数（両）

一般路線

定期観光

合計

走行キロ数

一般路線

区　　　　　分

旅客収入（千円）

一般路線

定期観光

合計

定期観光

合計

平成22年4月 1日から

平成22年9月30日まで



２　経理の状況

    当期における経理の状況は，次のとおりです。

　(1) 損益計算書

平成22年 4月1日から

平成22年9月30日まで

    損  失  の  部     利  益  の  部

千円 千円

自動車運送事業費用 8,140,637 自動車運送事業収益 11,131,859

　営　業　費　用 8,057,118   営  業  収  益 10,062,128

保 存 費 586,084 運 送 収 益 9,212,985

運 転 費 3,689,317 そ の 他 849,143

管 理 費 2,998,119   営 業 外 収 益 1,069,731

減 価 償 却 費 783,598 受取利息及び配当金 5

  営 業 外 費 用 83,519 他 会 計 補 助 金 1,065,111

支 払 利 息 71,254 そ の 他 4,615

雑 支 出 12,265

  当 期 純 利 益 2,991,222

11,131,859 11,131,859

備考  消費税及び地方消費税相当額を含みます。

　　合　　　　計 　　合　　　　計

金　　　額 金　　　額



　(2) 貸借対照表

平成22年9月30日現在

  資   産   の   部    金        額   負債及び資本の部    金        額

千円 千円

 固  定  資  産  27,024,517  固  定  負  債 800,000

有 形 固 定 資 産 27,001,080 他 会 計 借 入 金 800,000

無 形 固 定 資 産 11,232  流  動  負  債 7,662,534

建 設 仮 勘 定 1,205 一 時 借 入 金 6,850,000

投 資 11,000 未 払 金 252,696

 流  動  資  産 1,708,166 預 り 金 191,696

現 金 預 金 327,248 前 受 金 366,641

未 収 金 1,037,613 仮 受 金 1,501

貯 蔵 品 26,008  資     本     金 15,148,849

前 払 金 90,969 自 己 資 本 金 6,755,288

前 払 費 用 24 借 入 資 本 金 8,393,561

仮 払 金 226,304  剰余金（欠損金） 5,121,300

資 本 剰 余 金 10,882,228

欠 損 金 △ 5,760,928

   合          計 28,732,683     合   　    計 28,732,683

備 考 １ 有形固定資産の減価償却累計額は，213億350万円です。

      ２ 消費税及び地方消費税相当額を含みます。



３  その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　(1) 企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は，次のとおりです。

   区       分 期首未償還額 当期借入額 当期償還額 期末未償還額

千円 千円 千円 千円
 建 設 企 業 債 9,545,958 0 1,152,397 8,393,561

    合    計 9,545,958 0 1,152,397 8,393,561

　(2) 一時借入金の状況

　　　当期末現在の一時借入金は，68億5千万円です。



平成２２年度前期京都市高速鉄道事業業務状況 

 

１ 事業概況 

高速鉄道事業（地下鉄）は，烏丸線と東西線の２路線で市域を東西南北に

貫き，他の鉄道路線との接続による広域的な交通ネットワークを形成すると

ともに，市内に網の目のように張り巡らせた市バス路線と合わせ，市民や観

光客の大切な足として多様な都市活動を支え，本市交通の基幹となる役割を

果たしています。 

高速鉄道事業は，一般的に建設費用が巨額であるため，収支の採算を確保

するには極めて長期間を必要とします。本市高速鉄道事業の場合，東西線の

建設時期が建設費高騰のバブル期と重なったこともあり，多額の建設費の償

還に係る利息及び減価償却費等の負担が大きいうえ，都市の規模が小さいた

めに，採算を取れる旅客数を確保することが極めて難しい状況にあります。

また，景気の低迷等によりお客様の数が伸び悩んでいることから，全国一厳

しい財政状況となっています。 

 

２ 経営健全化の取組 

平成２２年度前期は，財政健全化法に基づく新たな経営健全化計画として，

平成２２年３月に策定した「京都市高速鉄道事業経営健全化計画」に基づき，

将来にわたって地下鉄を安定的に運営していくという経営目標に沿って，一

層の経営健全化に取り組みました。 

 

(1) お客様サービスの向上と増収・増客の取組 

   烏丸御池駅での 終列車の全方向一斉発車（シンデレラクロス）や夜間

ダイヤの増便，等間隔運行など，平成２２年３月のダイヤ改正で利便性を

向上させた地下鉄のＰＲに努めるとともに，奈良の平城遷都１３００年祭

の開催に合わせて，京都から奈良へのお出かけに便利な企画乗車券として，

本市地下鉄全線と近鉄の一部エリアが乗り放題となる「せんとくん平城京

１日電車乗車券」を発売しました。 

   また，経営健全化計画に掲げる１日５万人の増客目標の達成に向けた全



庁的な取組を推進するため，副市長をトップに関係局の局長級職員で構成

する「京都市地下鉄５万人増客推進本部」を設置したほか，烏丸線が開業

した５月２９日を「地下鉄の日」と定め，これを記念したイベントを実施

しました。 

駅ナカビジネスの推進では，災害対応型飲料自動販売機の全駅ホーム階

への 設置や，地下鉄オリジナルスイーツ第２弾「南山城村の抹茶ばなな」

の発売など，多様な展開を図りました。また，都心部に位置し，乗降客の

多い四条駅について，より利便性の高い，賑わいのある駅を目指し，駅ナ

カビジネスに活用できる空間を創出するため，同駅のリニューアル工事を

行い，大規模店舗の開業に向けた準備を進めました。 

広告事業においても，平成２２年４月から地下鉄烏丸線の各駅ホームの

駅名表示板の下に，駅周辺の代表的な施設名をＰＲする広告枠を設置する

など，新規広告媒体の導入に努めました。 

 

(2) コスト削減の取組 

駅職員業務の民間委託化の拡大実施や給与カットの継続など総人件費の

削減に取り組むとともに，経費の節減にも努めました。 



　(3) 運輸成績

当期 前年同期 増減 増減比率

営業日数 （日） 183 183  - -

営業キロ数 （㎞） 31.2 31.2  - -

在籍車両数 （両） 222 222  - -

45,370 44,932 438 1.0%  

(248) (246) (2) (1.0%) 

10,417,916 10,256,411 161,505 1.6%  

(56,929) (56,046) (883) (1.6%) 

61,437,140 60,672,050 765,090 1.2%  

(335,722) (331,541) (4,181) (1.2%) 

11,576,357 11,414,149 162,208 1.4%  

(63,259) (62,372) (887) (1.4%) 

 注１　営業キロ数及び在籍車両数は，各期末現在のものである。

　 ２　使用車両数，走行キロ数，旅客数，旅客収入の（　　）内は，１日平均

     の数値である。

 　３　旅客収入は，消費税及び地方消費税を含む。

区　　　　　分

旅客収入 （千円）

（㎞）走行キロ数

旅　客　数 （人）

使用車両数 （両）

平成22年4月 1日から

平成22年9月30日まで



２　経理状況

　　当期における経理の状況は，次のとおりです。

　(1) 損益計算書

金 額 金 額

千円 千円

16,152,083 14,163,775

10,812,340 12,415,573

保 存 費 1,119,741 運 輸 収 益 11,526,443

運 転 費 1,034,605 そ の 他 889,130

運 輸 費 1,524,035 1,740,853

管 理 費 670,148 受取利息及び配当金 9

減 価 償 却 費 6,463,811 他 会 計 補 助 金 1,712,336

5,338,982 そ の 他 28,508

支 払 利 息 5,326,204 7,349

雑 支 出 12,778 そ の 他 特 別 利 益 7,349

761

そ の 他 特 別 損 失 761

1,988,308

16,152,083 16,152,083

備考　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

合 計 合 計

特 別 損 失

特 別 利 益

）

損 失 の 部 利 益 の 部

（
平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら

平成２２年 ９月３０日まで

営 業 収 益

高 速 鉄 道 事 業 費 用

営 業 費 用

当 期 純 損 失

営 業 外 費 用

高 速 鉄 道 事 業 収 益

営 業 外 収 益



　(2) 貸借対照表

金 額 金 額

千円 千円

580,276,626 180,928,765

有 形 固 定 資 産 569,552,381 企 業 債 131,521,189

無 形 固 定 資 産 10,528,503 その他固定負債 49,407,576

建 設 仮 勘 定 116,142 42,326,614

投 資 79,600 一 時 借 入 金 39,700,000

1,875,431 未 払 金 525,795

現 金 預 金 527,546 預 り 金 215,355

未 収 金 1,112,944 前 受 金 696,950

前 払 金 163,849 仮 受 金 1,188,514

仮 払 金 71,092 454,469,283

231,226 自 己 資 本 金 167,384,348

企業債発行差金 231,226 借 入 資 本 金 287,084,935

△ 95,341,379

資 本 剰 余 金 225,965,977

欠 損 金 △ 321,307,356

582,383,283 582,383,283

備考１　有形固定資産の減価償却累計額は，２,０１３億９,０６０万円です。

　　２　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

合 計 合 計

流 動 資 産

剰余金（欠損金）

資 本 金

繰 延 勘 定

流 動 負 債

資 産 の 部 負債及び資本の部

（平成２２年９月３０日現在）

固 定 負 債固 定 資 産



３　その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　(1) 企業債等の状況

　　　当期における企業債等の状況は、次のとおりです。

区 分 期 首 未 償 還 額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期 末 未 償 還 額

千円 千円 千円 千円

建 設 企 業 債 252,672,239 0 9,886,705 242,785,534

出 資 債 32,000 0 0 32,000

特 例 債 15,138,667 477,000 1,156,601 14,459,066

資本費負担緩和
分 企 業 債

87,582,485 0 832,361 86,750,124

資本費平準化債 30,312,000 0 0 30,312,000

鉄道 ・ 運輸
機 構 借 入 金

52,356,290 0 2,948,714 49,407,576

長 期 借 入 金 44,685,240 0 417,838 44,267,402

合 計 385,737,391 477,000 11,875,667 374,338,724

　(2) 一時借入金の状況

　　　当期末現在の一時借入金は397億円です。



平成２２年度前期京都市水道事業業務状況 

 

１ 事業の概況 

   概況 
当期有収水量は，前年度同期に比べ２１万立方メートル（０．２パーセント）

増加し，８，９２８万立方メートルとなりました。 
当期給水収益は，前年度同期に比べ４，１８５万円（０．２９パーセント）

増加し，１４５億１，０８８万円となりました。また，当期総収益は，１５５

億７，６６０万円となり，一方，当期総費用は，７２億４，９３９万円となり

ました。 
    建設改良事業は，上水道施設整備事業として，蹴上浄水場低区配水池改良工

事，山ノ内浄水場ポンプ場整備（準備）工事及び新山科浄水場導水きょ改良工

事等を施行し，幹線配水管布設替え及び相互連絡管布設（延長２．３キロメー

トル），支線配水管布設及び布設替え（延長１３．５キロメートル）等を施行

しました。 
 
 



２　経理の状況

　　当期における経理の状況は，次のとおりです。

　(1) 損益計算書

金　　　額 金　　　額

千円 千円

7,249,393 15,576,602

5,304,873 15,469,118

原 水 費 164,912 給 水 収 益 14,510,876

浄 水 費 1,342,737 他 会 計 負 担 金 41,045

配水及び給水費 1,933,677 その他営業収益 917,197

業 務 費 1,318,755 107,484

総 係 費 543,794 受 取 利 息 9,281

資 産 減 耗 費 994 雑 収 益 98,203

その他営業費用 4

1,944,520

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

1,943,698

雑 支 出 822

8,327,209

15,576,602 15,576,602

備考 １　当期は，減価償却費を計上していません。

２　当年度減価償却費予定額は，101億7,945万円です。

３　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

営 業 外 費 用

営 業 費 用

水 道 事 業 費 用 水 道 事 業 収 益

営 業 外 収 益

（平成22年4月1日から同年9月30日まで）

利　益　の　部

合　　　　　　計

営 業 収 益

損　失　の　部

合　　　　　　計

当 期 純 利 益



　(2) 貸借対照表

金　　　　額 金　　　額

千円 千円

281,748,074 2,774,270

有 形 固 定 資 産 277,435,821 引 当 金 1,061,200

無 形 固 定 資 産 2,399,562 企業債償還積立金 1,713,070

投 資 1,912,691

909,431

10,866,613 未 払 金 32

現 金 預 金 2,214,634 前 受 金 505,415

未 収 金 3,222,006 預 り 金 203,984

有 価 証 券 999,770 預 り 有 価 証 券 200,000

貯 蔵 品 348,288

保 管 有 価 証 券 200,000 182,504,872

仮 払 金 25,251 自 己 資 本 金 26,453,593

短 期 貸 付 金 2,500,000 借 入 資 本 金 156,051,279

前 払 金 1,356,664

その他流動資産 0 106,443,851

資 本 剰 余 金 92,028,034

17,737 利 益 剰 余 金 14,415,817

企業債発行差金 17,737

292,632,424 292,632,424

備考 １　有形固定資産の減価償却累計額は，1,813億4,133万円です。

２　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

流 動 資 産

資　産　の　部

（平成22年9月30日現在）

負債及び資本の部

固 定 資 産

合　　　　　計

固 定 負 債

合　　　　　計

流 動 負 債

繰 延 勘 定

資 本 金

剰 余 金



３　その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　(1) 企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は，次のとおりです。

区　　分 期首未償還額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期末未償還額

千円 千円 千円 千円

161,729,187 2,072,000 6,036,838 157,764,349

合　　計 161,729,187 2,072,000 6,036,838 157,764,349

　　　当期末現在の一時借入金は，ありません。

　(2) 一時借入金の状況

企 業 債

（平成22年9月30日現在）



　(3) 有収水量
　　　当期における有収水量は，次のとおりです。

月別　／　項目 有収水量

平成 ｍ    

　　２２年　　４月 14,476,536

　　〃　　５月 14,871,467

　　〃　　６月 15,115,718

　　〃　　７月 13,871,040

　　〃　　８月 16,025,450

　　〃　　９月 14,915,692

合　　　計 89,275,903

１　日　平　均 487,846

前年同期１日平均 486,693

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成２１年度有収水量 平成２２年度有収水量

百万 



平成２２年度前期京都市公共下水道事業業務状況 

 

１ 事業の概況 

当期有収汚水量は，前年度同期に比べ４７万立方メートル（０．５パーセ

ント）増加し，９，７０７万立方メートルとなりました。 

当期下水道使用料は，前年度同期に比べ１億１，０５３万円（０．９パー

セント）増加し，１３０億３，６７６万円となりました。また，当期総収益

は，２３１億２，７２５万円となり，一方，当期総費用は，９９億５，００

４万円となりました。 

建設改良事業について，管渠
きょ

では，前年度に引き続き七条東幹線，河原町

分流幹線等の各幹線工事を施行しています。 

ポンプ場では，住吉ポンプ場で監視制御設備の工事を新規に施行していま

す。 

終末処理場では，前年度に引き続き鳥羽水環境保全センターで階段炉乾燥

設備の工事を，伏見水環境保全センターで合流系雨水ポンプ設備の工事を施

行しています。また，石田水環境保全センターで特高受変電設備の工事を新

規に施行しています。 

 



２　経理の状況

　　当期における経理の状況は，次のとおりです。

　(1) 損益計算書

金　　　額 金　　　額

千円 千円

9,950,044 23,127,252

4,875,848 22,184,637

下 水 道 維 持 費 1,016,518 下 水 道 使 用 料 13,036,764

下 水 処 理 費 2,884,121 他 会 計 負 担 金 8,967,640

業 務 費 667,409 その他事業収益 180,233

水 洗 便 所 普 及
対 策 費

46,209

総 係 費 260,977 942,615

資 産 減 耗 費 614 受 取 利 息 10,130

5,074,196 他 会 計 負 担 金 676,221

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

5,072,890 他 会 計 補 助 金 55,828

雑 支 出 1,306 雑 収 益 200,436

13,177,208

23,127,252 23,127,252

備考 １　当期は，減価償却費を計上していません。

２　当年度減価償却費予定額は，192億8,700万円です。

３　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

事 業 外 収 益

公共下水道事業費用

合　　　　　　計

事 業 費 用

事 業 外 費 用

（平成22年4月1日から同年9月30日まで）

利　益　の　部

合　　　　　　計

当 期 純 利 益

公共下水道事業収益

事 業 収 益

損　失　の　部



　(2) 貸借対照表

金　　　　額 金　　　額

千円 千円

884,438,167 27,707,792

有 形 固 定 資 産 881,159,970
企 業 債 償 還
積 立 金

19,345,875

無 形 固 定 資 産 3,238,247 企 業 債 7,731,000

投 資 39,950 引 当 金 630,917

12,125,992 709,498

現 金 預 金 2,729,639 未 払 金 1,590

未 収 金 2,749,238 前 受 金 352,599

貯 蔵 品 28 預 り 金 153,309

保 管 有 価 証 券 202,000 預 り 有 価 証 券 202,000

短 期 貸 付 金 3,600,000

仮 払 金 3,571 522,637,458

前 払 金 2,841,516 自 己 資 本 金 165,637,072

借 入 資 本 金 357,000,386

47,382

企業債発行差金 47,382 345,556,793

資 本 剰 余 金 335,782,681

利 益 剰 余 金 9,774,112

896,611,541 896,611,541

備考 １　有形固定資産の減価償却累計額は，3,632億6,967万円です。

２　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

流 動 資 産

繰 延 勘 定

資 本 金

固 定 資 産

合　　　　　計

固 定 負 債

流 動 負 債

剰 余 金

合　　　　　計

資　産　の　部

（平成22年9月30日現在）

負債及び資本の部



３　その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　(1) 企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は，次のとおりです。

区　　分 期首未償還額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期末未償還額

千円 千円 千円 千円

388,691,944 766,000 13,111,111 376,346,833

資本費平準化債 7,731,000 7,731,000

合　　計 396,422,944 766,000 13,111,111 384,077,833

　　　当期末現在の一時借入金は，ありません。

　(2) 一時借入金の状況

公 共 下 水 道
建設事業費公債

（平成22年9月30日現在）



　(3) 有収汚水量
　　　当期における有収汚水量は，次のとおりです。

月別　／　項目 有収汚水量

平成 ｍ    

　　２２年　　４月 15,700,129

５月 16,161,457

６月 16,375,293

７月 15,192,019

８月 17,408,974

９月 16,228,136

合　　　計 97,066,008

１　日　平　均 530,415

前年同期１日平均 527,854

（行財政局総務部総務課）
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14

15

16

17

18

19

20

4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成２１年度有収汚水量 平成２２年度有収汚水量

百万 


